
第
百
十
五
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
二

月
二
十
一
日
、
地
方
本
部
事
務
所
で
十

時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
東
日
本
本
部
の
武
笠
執

行
委
員
、
交
運
共
済
新
潟
事
業
所
の
高

橋
所
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
に
は
、
全
体
で
三
〇
名
の
出

席
で
、
質
疑
討
論
で
は
、
委
員
や
支
部

代
表
、
職
協
代
表
そ
れ
ぞ
れ
全
員
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

０
９
春
闘
の
闘
い
・
職
場
の
安
全
問

題
や
労
働
条
件
改
善
の
訴
え
、
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
、
並
行
在
来
線
の
闘
い
な
ど
、

地
域
の
闘
い
も
含
め
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。加

藤
副
委
員
長

開
会
あ
い
さ
つ

は
じ
め
に
加
藤
副
委
員
長
開
会
あ
い

さ
つ
で
は
『
非
常
に
厳
し
い
春
闘
情
勢

だ
。
働
く
労
働
者
に
と
っ
て
厳
し
い
攻

撃
が
あ
る
。
経
営
者
は
企
業
が
優
先
、

そ
の
次
に
労
働
者
と
言
っ
て
い
る
。
景

気
拡
大
時
期
の
儲
け
は
ど
こ
へ
い
っ
た

の
か
。
六
〇
兆
円
以
上
に
な
る
。
賃
上

げ
は
当
然
だ
。
一
丸
と
な
っ
て
団
結
し

闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ

Ｒ
不
採
用
事
件
の
闘
い
は
年
度
内
解
決

へ
向
け
て
闘
っ
て
い
く
。
政
治
解
決
を

求
め
て
闘
っ
て
い
く
』
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

議
長
は
、
新
潟
支
部
の
儀

藤
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ
で
は
『
安

全
問
題
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
会
社

は
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
て

い
て
も
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。
投
排
雪
列
車
の
運
用
な

ど
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

安
全
問
題
に
つ
い
て
国
労
と

し
て
改
善
さ
せ
て
い
く
。
組

織
拡
大
は
一
番
大
切
な
取
り

組
み
、
さ
ら
に
強
化
を
。
春

闘
や
地
域
で
の
取
り
組
み
を
発
言
し
て

欲
し
い
。
討
論
し
中
央
へ
反
映
さ
せ
て

い
く
よ
う
な
委
員
会
に
し
た
い
』
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
守
橋
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
に
は
東
日
本
本
部
の
武
笠
執
行
委

員
、
交
運
共
済
新
潟
事
務
所
・
高
橋
所

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
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①０９春闘について

来月３月末で推計で４０万人が職を失う

と言われながら、競い合う大企業の横暴に

政治的規制すらかけられず、迷走を続ける

麻生内閣に多くの国民が失望している。

０９春闘は、自動車・電気産業を皮切り

に賃上げ交渉が始まった。企業側はベアどころか定期昇給も困難との姿

勢である。しかし大企業がため込んだ巨額の内部留保は、資本金１０億

円以上の製造業だけみても累計で１２０兆円、わずか１％の取り崩しで

雇用は守れる。雇用も賃上げもが労働者の切実な要求である。今こそ大

企業の社会的責任が迫られている。 国労は、ＪＲ各社に賃上げや諸要

求を３月１７日回答指定日として２月９日、一斉に申し入れた。職場と

地域で積極的に闘うことを訴えるものである。

②不採用問題について

昨年７月、鉄建公団訴訟東京高裁南裁判長が『裁判外での話し合い解

決』を提案、冬柴大臣の発言もあった。

中央委員会では『３月までを決断を求める闘いの集中点にする』とし

①『４者４団体』の枠組みを基本に被解雇者の思い、決意、判断をこの

組織の中心に置き②『政治・裁判の動きがあれば早期解決を望んでいる』

と鉄道・運輸機構の態度の変化が生まれている③したがって残るは政治

決断のみ、との認識にたっている。

３月には連日、中央行動が指示され、４・１中央集会も計画されてい

る。当面の諸行動について各支部の協力を得ながら一つひとつ成功させ

たい。



来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
交
運
共
済

の
高
橋
所
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り

『
担

当
者
会
議
を
支
部
ご

と
に
開
催

し
て
い
た
が
、
今

回
は
地
本
一
括

で

の
会
議
を
要
請

し
た
。
各

地
方
は
一

括

で
担

当
者
会
議
を
開
催
し
て
い
る

が
新
潟
は
特
例
と
し
て
各
支
部
へ
行
っ

て
開
催
し
て
い
た
。
組
合

員
が
高
齢

化
し
て
い
る
。
過
去

五
年
く
ら
い
は

重
病

・
障
害

な
ど
発
生
し
て
い
る
。

在
職
中
に
二
人

発
生
、
障
害

者
年
金

が
支
給

さ
れ
て
い
る
。
ど
ん

な
小

さ

な
こ
と
で
も
気
づ

い
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
相
談

し
て
欲
し
い
』
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
春
闘
本
番
で
す
。
一
万
円
の

賃
上
げ
や
労
働
条
件
改
善
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
求
を
か
か
げ
闘
い
を
展
開
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
身
体
に
気
を
つ
け
て
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

拡
大
地
方
委
員
会
の
質
疑
・
討
論
に
つ

い
て
は
次
号
に
記
載
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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①ＪＲ不採用事件について

年度内解決へ闘いを進めて

いく。政治解決を迫る闘い、中央行動・宣伝・要請行動など

取り組まれる。自民党を除く政党からあいさつを受ける状況

になっている。中央行動への積極的な取り組みと地元自治体

への要請を取り組んでいく。

②職場闘争について

和解以降も差別は多くある。職場実態調査をして、それに

基づいて交渉をしていく。その後に、あっせん申請をした。

膠着状態になっている。中労委の判断とし、引き続き差別に

ついては申し入れる。新採者に対しての問題や昇進について

も交渉を強める。それについて、職場での具体的な事象・調

査が必要だ。具体的内容・事象については、会社側は交渉す

ると言っている。

③組織拡大について

秋田地本で２月６日拡大があった。大会以降１１名の拡大

となった。個人的なつながりが強い。機関としての取り組み

としていこう。職場要求は、現場で交渉を継続的にやること

によって現場の対応が変わってきている。

④安全問題について

１月に人身事故が４１件発生した。１日に1.3人が事故にあっ

ている。職場での事故、関連会社での事故発生、要員不足が

原因になっている。反失業・反首切りの闘いと結合して取り

組みを強化していく。

⑤合理化反対の闘い

整備新幹線など、雇用や労働条件・三セク問題など、公平・

公正に扱われていないのではないか。現実の問題点として明

らかにし要求の改善を進める。旅客・貨物の合理化が進んで

いるが矛盾も多くなっていく。

ＪＲ信濃川発電所の不正問題は大きい。会社の姿勢、社会

的責任を追及していく。

⑥０９春闘について

春闘は厳しい、定期昇給も厳しい状況だ。国労は1万円の要

求、具体的取り組み・指示が出されている。東労組や連合ユ

ニオンは夏季手当ても同時に要求を申し入れている。東日本

本部としても同時交渉をしていく。格差・貧困について地域

との共闘を進めていくことが重要だ。


